






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の観点間の相関（DP1-1 と DP1-2，DP2-1 と DP2-2，




























調査対象は本学ライフデザイン学科の 1年生 101 名
であるが，調査項目によって回答者が異なる。分析に
は R 4.0.1（R Core Team, 2019）を用いた。
（1）DPルーブリックの自己評価
初年次の必修科目である「京都光華の学び I」の第

















業出席者 92 名，オンライン授業出席者 8名，欠席者








































ビジョン・テスト（Career Action Vision Test；以下，
CAVTと略記する）を用いた（田澤・梅崎・八幡・下






















学生の自己評価は DP1 の 2 つの観点はいずれも平
均点が 3点を超え，DP2 と DP3 の平均点は 3点を下
回った。また最高水準の 5 点を付けた学生の割合は






































DP2-1 では 50％以上の学生がレベル 3と自己評価














照）。その結果，DP1 では，DP1-1 と DP1-2 の間に有
意な相関が見られなかった。残りの 2つの DPとの関
連では，DP1-1 は DP3-2 としか相関が見られなかっ
たが（r = .30, p < .01），DP1-2 は，DP2，DP3 のそ
れぞれの観点と弱い～中程度の相関が見られた（順に
r = .32, p < .01; r = .27, p < .01; r = .21, p < .05; r = .27, 
p < .01）。
DP2 では DP2-1 と DP2-2 の間に比較的強い相関が
見られた（r = .40, p < .001）。残りの 2つの DPとの
関連では，DP2-1 は DP3-1 とのみ比較的強い相関が
見られたが（r = .47, p < .001），DP2-2 は DP3 の両観
点と比較的強い相関が見られた（順に r = .41, p < 




























































DP3 では DP3-1 と DP3-2 の間に比較的強い相関が
見られた（r = .43, p < .001）。残りの 2つの DPとの
関連において DP1-2,DP2-2 との相関では類似の傾向
が見られたが，DP3-1 は DP2-1 と比較的強い相関が（r 
= .47, p < .001），DP3-2 は DP1-1 と中程度の相関が（r 









調査の各尺度との相関係数を算出した（表 4 ～ 6）。
まず，PROGのリテラシーとはほとんど有意な相関
が見られなかった。有意な相関がみられたのは，
DP2-1 と課題発見力（r = .23, p < .05），DP3-2 とリテ
ラシー総合（r = .23, p < .05）だけであった。
表 2　DPルーブリックの観点間の相関係数
平均値 標準偏差 DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 
DP1-1 3.37 0.79
DP1-2 3.05 0.95 .07
DP2-1 2.72 0.75 -.07 .32 **
DP2-2 2.59 1.03 .16 .27 ** .40 ***
DP3-1 2.72 0.94 .11 .21 * .47 *** .41 ***
DP3-2 2.66 0.95 .30 ** .27 ** .27 ** .38 *** .43 ***
注 1：* 5％水準，** 1％水準，*** 0.1％水準で有意であることを表す。
注 2：サンプルサイズは 95 ～ 97 である。
表 3　PROGと学生調査の基礎統計量
項目 有効回答 平均値 標準偏差 範囲 α係数
PROG
リテラシー 97 3.41 1.64 1 - 7 ―
情報収集力 97 2.70 1.44 1 - 5 ―
情報分析力 97 2.69 1.42 1 - 5 ―
課題発見力 97 2.79 1.36 1 - 5 ―
構想力 97 2.95 1.27 1 - 5 ―
コンピテンシー 96 2.50 1.43 1 - 7 ―
対人基礎力 96 2.89 1.56 1 - 7 ―
対自己基礎力 96 2.67 1.37 1 - 7 ―
対課題基礎力 96 2.97 1.56 1 - 7 ―
学生調査
自己効力感 81 2.60 0.55 1 - 4 .78
ビジョン 81 3.42 1.08 1 - 6 .92
アクション 81 3.28 0.90 1 - 6 .83
視点取得 81 3.90 0.56 1 - 5 .72
200
PROGのコンピテンシーと有意な相関が見られた
のは，DP1-1 と対人基礎力（r = .24, p < .05），DP1-2
とコンピテンシー総合，対人基礎力，対自己基礎力（順
に r = .31, p < .01；r = .25, p < .05；r = .40, p < .001），
DP2-1 と対自己基礎力（r = .23, p < .05），DP2-2 とは
どれも有意ではなく，DP3-1 とコンピテンシー総合，
対人基礎力，対自己基礎力（順に r = .26, p < .05；r = 
.27, p < .05；r = .22, p < .05），DP3-2 とコンピテンシー
総合を含むすべてであった（順に r = .49, p < .001；r 
= .51, p < .001；r = .41, p < .001；r = .27, p < .05）。
学生調査では，ルーブリックの自己評価のすべての
観点で CAVTのアクションと有意な相関が見られた。
（DP1-1 との相関係数から順に r = .44, p < .001；r = 
.32, p < .01；r = .31, p < .01；r = .31, p < .01；r = .30, 
p < .01；r = .55, p < .001）。アクション以外で有意な
相関が見られたのは，DP1-1 と CAVTのビジョン，
MESの視点取得（順に r = .29, p < .05；r = .38, p < 
.01），DP1-2 と自己効力感，CAVTとビジョン（順に
r = .39, p < .001；r = .49, p < .001），DP2-1 と自己効
力感（r = .29, p < .01），DP2-2 と自己効力感（r = .22, 
p < .05），DP3-1 と自己効力感（r = .25, p < .05），
DP3-2 と自己効力感，MESの視点取得であった（順
に r = .40, p < .001；r = .35, p < .01）。
表 4　DPルーブリックの自己評価とPROG（リテラシー）の相関係数
リテラシー総合 情報収集力 情報分析力 課題発見力 構想力
DP1-1 -.02 .04 -.16 -.06 -.04
DP1-2 -.13 -.16 -.07 -.02 .00
DP2-1 .03 -.11 .02 .23 * -.02
DP2-2 -.13 -.18 -.02 .03 -.08
DP3-1 .00 -.09 -.03 .03 .01
DP3-2 .23 * .08 .12 .08 .15
注 1：* 5％水準で有意であることを表す。
注 2：サンプルサイズは 93 ～ 94 である。
表 5　DPルーブリックの自己評価とPROG（コンピテンシー）の相関係数
コンピテンシー総合 対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力
DP1-1 .18 .24 * .20 .08
DP1-2 .31 ** .25 * .40 *** .16
DP2-1 .19 .09 .23 * .19
DP2-2 .13 .15 .19 -.01
DP3-1 .26 * .27 * .22 * .15
DP3-2 .49 *** .51 *** .41 *** .27 *
注 1：* 5％水準，** 1％水準，*** 0.1％水準で有意であることを表す。
注 2：サンプルサイズは 92 ～ 93 である。
表 6　DPルーブリックの自己評価と学生調査の相関係数
自己効力感 ビジョン アクション 視点取得
DP1-1 .18 .29 * .44 *** .38 **
DP1-2 .39 *** .49 *** .32 ** .09
DP2-1 .29 ** .12 .31 ** .15
DP2-2 .22 * .04 .31 ** .03
DP3-1 .25 * .10 .30 ** .09
DP3-2 .40 *** .19 .55 *** .35 **
注 1：* 5％水準，** 1％水準，*** 0.1％水準で有意であることを表す。




DP1-1 では 80％以上，DP1-2 ではおよそ 70％の学
生がレベル 3以上の水準であると自己評価をした。残















また DP1-1 を除いた 5 つの観点間には相関の強さ
の程度は異なっていたが有意な相関が見られた。一方






DP2-1 と DP2-2，DP3-1 と DP3-2 については有意な
相関がみられたものの，それぞれ r = .40（p < .001），
r = .43（p < .001）と中程度の相関しかなく，これま












































































































h t t p s : / / w w w. k u i n s. a c . j p / a b o u t / t a r g e t /
benchmark.html?media=pc（閲覧日 2020 年 9
月 12 日）









（閲覧日 2020 年 9 月 10 日）
4） 地域総合科学とは（文部科学省ホームページ） 
https: / /www.mext.go. jp/a_menu/koutou/
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